
６ 夢洲まちづくり構想

「夢洲まちづくり構想」より抜粋一部加筆

（70ha）

（60ha）

（40ha）

南ルート

北ルート

■夢洲の段階的な土地利用

■夢洲まちづくりの想定スケジュール

■大阪市試算による国際観光拠点の建設・運営における経済的効果（想定）

（70ha）

（60ha）

（40ha） 南ルート

北ルート
夢舞大橋

夢咲トンネル

6

南ルート

北ルート

（注）土地造成の前提条件：1期は早期土地利用を想定、2期は万博が開催される場合を想定



７ 事業の優先度の視点の評価

■重点化の考え方

・臨海部の交通需要の増加に対応できないとともに、夢洲の国際物流拠点の円滑な物流を
阻害することが懸念される。

・また、万国博覧会においても、夢洲地区への輸送計画として北港テクノポート線が位置
づけられており、夢洲への来場者の輸送計画に対応できない。
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大阪の成長戦略
（2018年改訂版）

○「大阪の成長戦略」は、大阪を新たな成長軌道に乗せるため、概ね2020年までの10
年間の成長目標を掲げ、2010年（平成22年）12月に策定したもの。大阪府と大阪
市共通の戦略として、成長目標を実現するための短期・中期の具体的な取組方向をと
りまとめている。

・夢洲への地下鉄中央線の延伸（北港テクノポート線）検討
（IR・万博に向けた鉄道アクセス整備）

・2025日本万国博覧会の誘致に向けた取組み
・世界最高水準のエンターテイメント、MICEなど様々な機能を持
つ「統合型リゾート（IR）」の夢洲への立地推進

■本事業が遅れることによる影響

１．内外の集客力強化
（１）世界的な創造都市、国際エンターテイメント都市の創出

４．アジア活力の取り組み強化・物流人流インフラの活用
（４）人流を支える鉄道アクセス・ネットワーク強化



８ 今後の進捗の見通し

舞洲駅

咲洲

北港テクノポート線

新桜島駅

（夢洲の現況）
コスモスクエア駅

万博会場
155ha

2025万国博覧会
・11月23日に開催地に決定され、
会場となる夢洲地区への輸送計
画として北港テクノポート線が位
置づけられている。
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第１期
（70ha）

第２期
（60ha）

第３期
（40ha）

夢洲駅

北ルート

南ルート

南ルート整備済区間：2.3㎞

南ルート残整備距離：0.9㎞

北ルート：4.3㎞

凡例（全長7.5㎞）

万博会場
155ha

IR
（70ha）

IR【国際観光拠点】
・国際観光拠点の形成を段
階的（第１期、第２期、第３
期）に進めることとしている。

夢洲コンテナターミナル

2025万国博覧会への来場者の輸送に対
応するため、また、国際観光拠点へのア
クセス手段として、まちづくり第１期に対応
するため、南ルートの鉄道整備を行う。


